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研究成果の概要（和文）：ボーン・グローバルの欧米調査はヨーテボリとサンディエゴである。前者では、大学
からのスピンオフが多く、当初より欧州全域を市場にする。競合が少ない分野に焦点を定め、人材を最大限活用
しつつ、成長している。シリコンバレーとは違ったエコシステムである。サンディエゴのライフサイエンスのビ
ジネスは、事業化段階でシリコンバレーに移動する傾向が見られる。アジアの調査は中国と台湾である。北京・
深せんのロボット、AI、ICT分野の起業は、ボーン・グローバルが多い。創業者には、海外留学経験者や
MicrosoftやBaiduなど大企業出身者が多い。その傾向は台湾も同じであり、国際的ネットワークを最大限に活か
している。
研究成果の概要（英文）：We have done fieldworks on born-global startups. We investigated in 
Gothenburg and San Diego among Europe and the US. In the former, there were many spin-offs from 
universities, which initially intended to operate in the entire European market. Gothenburg has 
produced growing startups aiming at uncompetitive fields and utilizing regional resources as much as
 possible. Gothenburg region could build a different eco system from Silicon Valley. In San Diego, 
Startups likely moved to Silicon Valley for commercialization. We conducted Asian studies in China 
and Taiwan. In Beijing and Shenzhen, startups in robot, AI and ICT field are born globally like 
Tencent. Founders have experience of studying abroad, and some of them used to work for large 
companies such as Microsoft and Baidu. This tendency is also seen in Taiwan. Entrepreneurs utilize 
international networks for promoting their businesses
研究分野：アントレプレナールシップ
キーワード： ハイテク・スタートアップ　ボーン・グローバル　起業機会　創業チーム　事業化　アライアンス
  ３版
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 インターナショナル・アントレプレナーシ
ップとは、「革新的で進取の気性に富み、リ
スクを厭わずに国境を越える活動を行い、組
織的に新しい価値を創造しようとすること」
と定義される(McDougall and Oviatt,2000)。
そして、この担い手となるアントレプレナー
は、ボーン・グローバルと称されるスタート
アップを立ち上げ、果敢に国際市場で機会探
索を行っている。この研究では、ボーン・グ
ローバルとグローバル展開が今日注目され
る用語であることを勘案し、グローバル・ア
ントレプレナーシップの言葉を選択する。 
 アントレプレナーシップは、オーストリア
学派が示した定義にしたがうと、「機会を探
索して認識すると、資源を新結合しながらそ
の機会を利用していく活動」である
（Kirzner,1973;Schumpeter,1975）。この活
動が成功するか否かは、起業家自身がいかに
機会を発見し、それをうまく利用するかにか
かる(Shane and Venkataraman , 2000)。ア
ントレプレナーシップが困難に満ちている
ことは強調するまでもないが、さらに、今日
では、グローバル化の課題も負荷を大きくし
ている。本研究では、このアントレプレナー
シップを、グローバル展開するハイテク製品
を生み出すスタートアップ（ボーン・グロー
バル企業）を対象として進めていく。 
 対象地域は、成長した大企業からスピンオ
フ企業が巣立っていくことによって、代表的
産業を形成できたシリコンバレー、オーステ
ィン、台湾の新竹と、そのような明快なスピ
ンオフの現象が見られていない英国ケンブ
リッジ、米国サンディエゴ、スウェーデンの
ヨーテボリとする。前者の地域のスタートア
ップは、ボーン・グローバルの最たるもので
ある。シリコンバレーの Googleや Facebook
から生まれるWEBビジネス、オースティン
のTivoliから生まれるソフトウエアビジネス、
新竹のTSMCやUMCから生まれる半導体設
計ビジネスは、海外市場展開を立ち上げから
志向する急進的なボーン・グローバルが多数
散見される。一方、ケンブリッジやヨーテボ
リには、地域の顔となる大企業が育っておら
ず、スピンオフ現象は目立たず、必ずしも急
進的なグローバル化を志向しない。サンディ
エゴは、バイオテクノロジーを中心としたラ
イフサイエンスを輩出する地域として、スタ
ートアップの集積やそれをサポートする起
業インフラが整いつつある。 
 本研究は、これまで対象としてきた地域の
経過調査を含むが、サンディエゴとヨーテボ
リとに注目したい。また、個別企業のグロー
バル展開を分析対象とするが、創業地におけ
る起業インフラとの関連性を重視したい。 
 
２．研究の目的 
(1)ボーン・グローバル企業の成長とグローバ
ル展開 
 下記の項目について明らかにしていく。 
①グローバル化のリスクをどのように捉え
ていたのか？ 
・個人の内面的特性（達成動機、コントロー
ルの所在、リスク選好度、自己効力感） 
・個人の経験やキャリア（専門的能力、実績、
仕事の範囲） 
・文化、制度、政治、技術的環境 
②機会認識の経緯と戦略 
・グローバル市場を選択した必然性 
・他社との差別化（革新的製品、ニッチ製品、
高品質、低価格） 
③グローバル展開のタイミングと資源調達
の方法 
・資源をどこから調達したのか（人材、技術
シーズ、資金） 
・経営チーム（前職の協業経験、異質性、参
画時期と経緯、役割分担） 
・取引先のネットワークや顧客との接点 
④周囲に与えた影響 
・成功した後に、グローバル化やスピンオフ
（起業）の促進にどのように影響したか 
・社会的ネットワークや業界団体を構築した
か 
・競合他社の戦略変更や競合との関係 
 
(2)ボーン・グローバル企業と起業インフラと
の関連 
 ボーン・グローバル企業の経営は、立地す
る地域および進出する地域からの影響を大
きく受ける。いかなる起業インフラがボー
ン・グローバル企業の立地を促進するのであ
ろうか。大企業からのスピンオフ現象が顕在
化し、代表的産業を確立できたと見なされる
シリコンバレー、オースティン、新竹、サン
ディエゴと、代表的産業の確立までいたって
いないヨーテボリが持つ、各々の起業インフ
ラを制約条件とした上で、個別企業の成長プ
ロセスとグローバル展開を分析していきた
い。 
 各地域の現状は、それぞれ課題を抱えてい
る。シリコンバレーはWEBビジネスの興隆
が見られるものの、エンジニアの給与水準と
住居費が高騰している。オースティンはソフ
トウエア産業の次の産業を模索している。新
竹は半導体だけではなく、バイオテクノロジ
ーやクリーンテックを育てることに腐心し
ている。ヨーテボリは、代表的産業が無いも
のの、大学が中心となって技術シーズを提供
しており、アカデミック・スピンオフが多く
見られる。株式公開するほど成長することは
少なく、大半の出口は売却となっている。ヨ
ーテボリは、大学の技術シーズを、ビジネス
スクールの学生が活用して起業する取り組
みを 10年続けた結果、4社ほどの成功事例を
見るにいたった。歴史は浅く、経済規模も小
さいが、日本の地方都市の再生を考える上で
示唆が多い地域である。先行研究も少なく、
取り上げる意義は大きい。 
 
 
３．研究の方法 
 調査対象地域は、研究代表者と分担者がこ
れまで手がけたシリコンバレー、オースティ
ン、ケンブリッジ、台湾の事例分析を土台と
しながら、サンディエゴ、ヨーテボリ、北京・
深せん、台湾へと広げていく。ハイテク分野
に絞って、電子半導体、IT、ライフサイエン
スとする。(1)アントレプレナーが率いる組織
が、いかに機会の認識をし、成長を遂げたか
というプロセスをケース・スタディとして残
す。(2)ボーン•グローバル企業のグローバル
展開のタイミングと資源調達のグローバル
度に関する命題の検証を進める。(3)起業イン
フラの相違によって、グローバル化の推進に
どのような影響があるのかについて分析を
行う。 
  
 ボーン・グローバル企業を分析するにあた
って、本研究は、オリジナルな枠組を持って
いる。先行研究はボーン•グローバルを２つ
に分類している (Autio et al,2000;Bell et 
al,2003)。「知識ベース型」とは、他社が容易
に模倣できない先進的な技術によって、従来
の技術では実現できないようなラディカ
ル・イノベーションを生み出そうとする企業
と定義する。一方、「知識集約型」は、新し
い製品の提供方法の採用、手続きの簡便化、
地域別やカスタマー別にきめ細かく開発や
対応をしたりすることで、顧客の使い易さを
追求する企業と定義する。研究代表者は、ふ
たつの類型別に、グローバル展開のタイミン
グと資源調達のグローバル度に関して、命題
を提示し、前回の科研による英国ケンブリッ
ジにおける事例分析から検証を試みた
(Taji,2014)。またボーン・グローバル企業の
立地・進出する地域のエコシステムにも目を
向けた点も独創的である。 
命題 1：知識ベース型の標的市場は設立当初
よりグローバル市場であり、急速な市場浸透
を目指す。 
命題 2：知識ベース型は、コア技術、資金、
人材等の資源調達のグローバル度が高くな
る。 
命題 3：知識集約型の標的市場は、当初、限
定的なローカル市場であるが、そこで、ビジ
ネスモデルを構築すると、グローバル市場へ
拡大していく。 
命題 4：知識集約型は、コア技術、資金、人
材等の資源調達のグローバル度は高くない。 
命題５：ボーン・グローバル企業の成果は、
進出元企業で構築されたネットワークの影
響を強く受ける。 
 
４．研究成果 
 個々の論文に詳細が記述されており、ここ
では、各地域についてのサマリーを挙げてお
く。 
(1)ヨーテボリ 
 スウェーデンのヨーテボリ市の調査は、チ
ャルマース工科大学の大学院における起業
家教育からのスピンオフを対象にした。出口
を迎えたハイパフォーマーは 10社近く、常
時100社が大学のインキュベーションプログ
ラムの中で支援を受けている。拡大人口９０
万人の地方で、技術シーズの提供、投資、経
営支援がうまく廻る、北欧一の成功例として
知られるようになった。スウェーデン市場は
小さいので、そもそもグローバルにならざる
をえない。起業家活動の肝は、機会認識とチ
ーム形成である。それを、正規の教育の中で
学習させ、卒業後の実践へと繋げている。大
学を中心に、知財、起業家人材、サポート人
材を最大限に使えるシステムを 20年かけて
構築し、地方都市の経済に寄与していること
が確認できた。その特徴として以下を挙げて
おく。 
① 学部の専攻は理系の学生が多く、そもそ
も、技術系スタートアップのサロゲート
（代理起業家）になりうる素養ある人材
が集合している。 
② 勤務経験がゼロまたは、数年の学生がほ
とんどであり、起業年齢の23歳は極め
て若い。経験のない創業者を支えるため
のインキュベーション機能が提供され、
ボードメンバーやメンター役として大
企業の人材をおくことも多い。 
③ 足りない人材、特にエンジニアは、ヨー
テボリとチャルマースの大学のOBを雇
う傾向が強い。資金繰りが苦しい時は、
パートタイムで仕事を依頼している。 
④ 経営チームは流動的であり、既存企業に
就職する者もいれば、起業経験者にバト
ンタッチすることもある。バトンタッチ
できるだけの経営人材が20年の間に育
ったといえよう。 
⑤ また、同級生や上下の学年の間で、仕事
を手伝うことは常であり、仕事の緩急激
しいスタートアップ間で助け合う場が
できている。自分の会社がうまくいかな
い場合、隣の会社の経営者に移ることも
稀ではない。 
 つまり、地方都市のサイズにあったビジネ
ス・エコシステムができていると判断できる
だろう。これは、シリコンバレーのように、
移民を世界中から集めて、スタートアップを
量産しつつ、新陳代謝を高めるようなエコシ
ステムとは違う。また、シアトルのように、
MicrosoftやAmazonのようなアンカー企業か
らスピンオフが輩出されるシステムとも違
っている。全く、新しいエコシステムが大学
の正規プログラムを中心に形成されたので
ある。 
 
（２）サンディエゴ 
 サンディエゴの調査では、遺伝子産業の形
成について調査をした。特に遺伝子解析装置
のグローバルトップ企業のイルミナ社と、同
社からのスピンオフ企業、さらに同社が主催
するCVCと支援企業(Awaken)に対して調査を
行った。結果、サンディエゴには遺伝子関連
の研究所は集積しているが、事業化の段階に
なるとシーズをもつ企業がサンディエゴを
離れ、サンフランシスコやシリコンバレーに
移動してしまうという実態が明らかになっ
た。つまり遺伝子産業においては、エコシス
テムといっても、技術のそれと事業化のそれ
とは別物であることがわかった。またイルミ
ナCVCが、ボーン・グローバルの受け皿にも
なっていることも明らかになった。 
 
（３）北京・深せん 
 中国の調査では、北京・深せんのハイテク
産業を中心に調査を行った。北京調査では、
ロボット、AI、ICTなどの分野を中心に調査
した。具体的には、ハイテク専門 VCである
海銀資本（Hayin Capital）をはじめ、
NAVIINSIGHT、Luogic Knowledge Group、Ling
社など、ICT系のボーン・グローバル企業を
調査した。その結果、創業者の経歴について、
博士号取得者や海外留学経験者が多く、また
Microsoft、Baiduなどのハイテク大企業出身
者が多いなど、欧米のボーングローバル企業
のモデルと同質化していることが判明した。
また深せん調査では、深せん大学の学生が創
業した世界 3位の IT企業である Tencentの
ほか、A-Parkなどのインキュベーション機関
を中心に調査を行った。その結果、2014年の
李克強総理による「大衆創業、万衆創新」の
提唱以降、学生ベンチャーを中心とする創業
支援が盛んに行われていることが明らかに
なった。 
 
（４）台湾 
 台湾のＩＴ系企業および電子機器製造企
業は、いずれも台湾域内だけではターゲット
顧客が少ないため、創業間もないころから海
外市場への進出を意識していたことがわか
った。具体的なグローバル化への対応として、
まず、WEBサービスにおけるアプリやコンテ
ンツの現地語による制作、進出先の市場ニー
ズに合った製品の開発、進出先の販路を活用
した販売をおこなっている。こうした対応を
迅速に、かつ効果的に行うため、経営幹部に
創業当初から外国人を登用したり、インター
ンとして語学が堪能な外国人留学生を活用
するといった手法を採っている。また販路開
拓のため、進出先国の企業と提携または協力
企業を獲得するという行動をとっている。 
 いずれの企業も、創業者は海外経験や外資
系企業で仕事をした経験を持ち、語学が堪能
である。役員、従業員も外国人が多く、社内
の公用語を英語としている企業も多かった。 
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